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キリスト教学研究科教育課程編成の方針 

■博士課程前期課程／キリスト教学研究コース 

修士（神学） 

本課程では、学位授与の方針に沿って、以下の通り「研究／フィールドスタディ」「演習」およ

び「研究指導」を組み合わせて教育課程を編成している。本課程の修了要件単位数は 30 単位

である。そのうち２０単位以上はキリスト教学研究科設置の共通科目（必修４単位）、基礎共通科

目（４単位以上）、および専門科目から修得する。なお、これらの教育課程を通じて得られる学修

成果は、試験・レポートあるいは平常点によって評価する。修士論文は所定の論文審査基準に基

づいて審査を行い、論文最終面接を受け、審査に合格することが修了の要件となる。 

 

１．「研究／フィールドスタディ」では、神学の研究領域における知的蓄積を理解するため、「アン

グリカニズム・エキュメニズム研究」「キリスト教倫理学研究」等の授業科目を開講する。これら

の科目を受講することにより、神学の領域における知的蓄積を分析総合する能力および、学的

世界の中での自らの位置を知る能力を身につける。 

２．「演習」では、神学の研究領域の中で、調査を行う技能や論理的構築能力を獲得するため、

「キリスト教思想史演習」「宗教史・宗教学演習」等の授業科目を開講する。これらの科目を

受講することによって、的確で客観的な調査を行う技能、自らの知見を他者に客観的かつ説

得的に伝達するための論理構築能力と表現技能を身につけるとともに、現代社会において出

会うであろう多様な事態に対して臨機応変に対応できる柔軟な発想力を身につける。 

３．キリスト教学研究科で開講する授業科目の領域を超えた人文知を獲得するため、一定の条

件のもとに本学他研究科、平和・コミュニティ研究機構、協定を結んでいる他大学大学院等の

科目を履修することができる。これらの科目を受講することにより、現代社会において出会うで

あろう多様な事態に対して臨機応変に対応できる柔軟な発想力を深める。所属研究科以外

の科目および協定校の科目は、１０単位を限度として修了に必要な単位にあてることができ

る。 

４．「研究指導」では、担当の指導教員による修士論文のための個別指導により、神学の領域に

おける知的蓄積を分析総合する能力、的確で客観的な調査を行う技能に基づいて、自らの知

見を他者に客観的かつ説得的に伝達するための論理構築能力と表現技法を身につける。 

修士（文学） 

本課程では、学位授与の方針に沿って、以下の通り「研究／フィールドスタディ」「演習」およ

び「研究指導」を組み合わせて教育課程を編成している。本課程の修了要件単位数は３０単位

である。そのうち２０単位以上はキリスト教学研究科設置の共通科目（必修４単位）、基礎共通科

目（４単位以上）、および専門科目から修得する。なお、これらの教育課程を通じて得られる学修

成果は、試験・レポートあるいは平常点によって評価する。修士論文は所定の論文審査基準に基

づいて審査を行い、論文最終面接を受け、審査に合格することが修了の要件となる。 
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１．「研究／フィールドスタディ」では、キリスト教学の研究領域における知的蓄積を理解するた

め、「アングリカニズム・エキュメニズム研究」「キリスト教倫理学研究」等の授業科目を開講す

る。これらの科目を受講することにより、キリスト教学の領域における知的蓄積を分析総合する

能力および、学的世界の中での自らの位置を知る能力を身につける。 

２．「演習」では、キリスト教学の研究領域の中で、調査を行う技能や論理的構築能力を獲得す

るため、「キリスト教思想史演習」「宗教史・宗教学演習」等の授業科目を開講する。これらの

科目を受講することによって、的確で客観的な調査を行う技能、自らの知見を他者に客観的

かつ説得的に伝達するための論理構築能力と表現技能を身につけるとともに、現代社会にお

いて出会うであろう多様な事態に対して臨機応変に対応できる柔軟な発想力を身につける。 

３．キリスト教学研究科で開講する授業科目の領域を超えた人文知を獲得するため、一定の条

件のもとに本学他研究科、平和・コミュニティ研究機構、協定を結んでいる他大学大学院等の

科目を履修することができる。これらの科目を受講することにより、現代社会において出会うで

あろう多様な事態に対して臨機応変に対応できる柔軟な発想力を深める。所属研究科以外

の科目および協定校の科目は、１０単位を限度として修了に必要な単位にあてることができ

る。 

４．「研究指導」では、担当の指導教員による修士論文のための個別指導により、キリスト教学の

領域における知的蓄積を分析総合する能力、的確で客観的な調査を行う技能に基づいて、自

らの知見を他者に客観的かつ説得的に伝達するための論理構築能力と表現技法を身につけ

る。 

■博士課程前期課程／ウィリアムズコース 

修士（実践神学） 

本課程では、学位授与の方針に沿って、以下の通り「研究／フィールドスタディ」「演習」およ

び「研究指導」を組み合わせて教育課程を編成している。本課程の修了要件単位数は 30 単位

である。そのうち２０単位以上はキリスト教学研究科設置の共通科目（必修４単位）、基礎共通科

目（４単位以上）、および専門科目から修得する。なお、これらの教育課程を通じて得られる学修

成果は、試験・レポートあるいは平常点によって評価する。課題研究報告書は所定の論文審査基

準に基づいて審査を行い、論文最終面接を受け、審査に合格することが修了の要件となる。 

 

１．「研究／フィールドスタディ」では、神学の研究領域における知的蓄積を理解するため、「アン

グリカニズム・エキュメニズム研究」「キリスト教倫理学研究」等の授業科目を開講する。これら

の科目を受講することにより、神学の領域における知的蓄積を分析総合する能力および、各人

が所属するキリスト教に関連する諸組織において、それぞれの所与を生かした奉仕を行う力を

身につける。 

２．「演習」では、キリスト教学の研究領域の中で、調査を行う技能や論理的構築能力を獲得す

るため、「キリスト教思想史演習」「宗教史・宗教学演習」等の授業科目を開講する。これらの
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科目を受講することによって、的確で客観的な調査を行う技能、自らの知見を他者に客観的

かつ説得的に伝達するための論理構築能力と表現技能を身につけるとともに、現代社会にお

いて出会うであろう多様な事態に対して臨機応変に対応できる柔軟な発想力を身につける。 

３．キリスト教学研究科で開講する授業科目の領域を超えた人文知を獲得するため、一定の条

件のもとに本学他研究科、平和・コミュニティ研究機構、協定を結んでいる他大学大学院等の

科目を履修することができる。これらの科目を受講することにより、現代社会において出会うで

あろう多様な事態に対して臨機応変に対応できる柔軟な発想力を深める。所属研究科以外

の科目および協定校の科目は、１０単位を限度として修了に必要な単位にあてることができ

る。 

４．「研究指導」では、担当の指導教員による課題研究報告書作成のための個別指導により、神

学の領域における知的蓄積を分析総合する能力、的確で客観的な調査を行う技能に基づい

て、自らの知見を他者に客観的かつ説得的に伝達するための論理構築能力と表現技法を身

につける。 

■博士課程後期課程 

博士 （神学） 

 本課程では、学位授与の方針に沿って、以下のとおり「特殊研究」「演習」および「研究指導」

を組み合わせて教育課程を編成している。本課程の修了要件単位数は６単位である。なお、これ

らの教育課程を通じて得られる学修成果は、試験・レポートあるいは平常点によって評価する。博

士の学位申請論文は、所定の論文審査基準に基づいて審査を行い、審査ならびに最終試験に

合格することが修了の要件となる。 

 

１．「特殊研究」では、神学の研究領域における高度な知的蓄積を理解するため、「アングリカニ

ズム・エキュメニズム特殊研究」「キリスト教倫理学特殊研究」等の授業科目を開講する。これ

らの科目を受講することにより、神学の領域での高度な知的蓄積についての理解を深め、未

知の問題の発掘や、既知の問題に対する新しい接近法・解決法の発見を行い、新しい問題群

や学問領域を開拓できる高度な研究能力を身につける。 

２．「研究指導」では、担当の指導教員による博士論文作成のための個別指導により、神学の領

域での知的蓄積に対する広く深い理解を前提にして、自ら切り開いた知見を、それにふさわし

い表現スタイルによって、説得的に表現できる能力および、関連する学問領域に対して、広く深

く理解しかつ発信できる能力を身につける。なお、原則として各学期の終わりに研究報告書を

提出し、博士学位申請論文を提出する場合には、それに先だって博士論文中間報告書を提出

し、博士学位申請論文執筆のための指導を受ける。 

博士 （文学） 

本課程では、学位授与の方針に沿って、以下のとおり「特殊研究」「演習」および「研究指導」

を組み合わせて教育課程を編成している。本課程の修了要件単位数は６単位である。なお、これ

らの教育課程を通じて得られる学修成果は、試験・レポートあるいは平常点によって評価する。博
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士の学位申請論文は、所定の論文審査基準に基づいて審査を行い、審査ならびに最終試験に

合格することが修了の要件となる。 

 

１．「特殊研究」では、キリスト教学の研究領域における高度な知的蓄積を理解するため、「アン

グリカニズム・エキュメニズム特殊研究」「キリスト教倫理学特殊研究」等の授業科目を開講

する。これらの科目を受講することにより、キリスト教学の領域での高度な知的蓄積についての

理解を深め、未知の問題の発掘や、既知の問題に対する新しい接近法・解決法の発見を行

い、新しい問題群や学問領域を開拓できる高度な研究能力を身につける。 

２．「研究指導」では、担当の指導教員による博士論文作成のための個別指導により、キリスト教

学の領域での知的蓄積に対する広く深い理解を前提にして、自ら切り開いた知見を、それに

ふさわしい表現スタイルによって、説得的に表現できる能力および、関連する学問領域に対し

て、広く深く理解しかつ発信できる能力を身につける。なお、原則として各学期の終わりに研究

報告書を提出し、博士学位申請論文を提出する場合には、それに先だって博士論文中間報告

書を提出し、博士学位申請論文執筆のための指導を受ける。 

 


